
 

1 

景観計画（素案）のパブリックコメントで出された意見と市の対応 

意見書 １ 

意見の要旨 市の考え方 

１ 自動販売機に関する届出手続きの簡素化、審査日数 

 の短縮の要望 

 ⑴ 自動販売機については、重点景観地域（屋外に設 

  置されるものに限る）及び一般景観地域（自然景観 

  地区において屋外に設置されるものに限る）が届出 

  対象となっている。新規設置等の際の届出について 

  はできる限り手続きの簡略化をお願いしたい。 

 ⑵ また、届出から行為の着手までに要する日数の短 

  縮を考慮していただきたい。 

 

 

 景観法では、行為の着手の３０日前までの届出が定め

られているため、ご理解のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 届出後の事務処理は、迅速に進めてまいります。 

 

 

２ 景観形成基準に自動販売機推奨カラーを指定するこ 

 との要望 

 ⑴ 自販機業界では、景観と調和する自動販売機づく 

  りに取組んでいる。風致地区、景観地区における「自 

  販機自主景観ガイドライン」を定め、自販機景観推 

  奨カラーを「修正マンセル表色系 5Ｙ7.5/1.5」にし 

  ている。 

 ⑵ 風致地区、美観地区、住宅地区など、それぞの場 

  所での景観調和が図れる色であり、多くの自治体で、 

  自販機の景観推奨カラーとして認められている実績 

  がある。  

 ⑶ ついては、自販機景観推奨カラー「5Ｙ7.5/1.5」を、 

  素案に追加し、「選択」出来るよう検討していただき 

  たい。 

 

 

＊1 「自販機景観推奨カラー」は、グレイッシュなベー

ジュ色で「修正マンセル表色系 5Y7.5/1.5」または、そ

れに相当する「（社）日本塗料工業会 2015年 H版塗料

用標準色 H25-75C」に該当します。 

 

 

 

 

 自動販売機に関し、ご提起の推奨カラーがあることは

承知をしておりますが、本計画では、自動販売機の色彩

は、周辺の景観と調和させるよう努める、としておりま

す。これは、特定の色彩を定めるのではなく、陸前高田

市の景観特性を踏まえ、それぞれの景観地区に合った色

づかいとするものです。ご理解とご協力をお願いいたし

ます。 
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意見書 ２  

意見の要旨 市の考え方 

１ 幹線沿道地区の拡大の意見 

 幹線沿道地区の対象路線に、歩道街路樹を植え景観に 

配慮した道路や、文教施設福祉施設が近隣に集中する道 

路も加えてよいのではないか。例えば、シンボルロード 

や東幹線等。 

 

 

 本計画は、復興祈念公園の整備を契機に策定を目指し

ており、ご提起の内容は、今後の計画見直しの中で検討

させていただきます。 

２ 重点景観地域を拡大し本丸公園法面も含めるべき 

 本丸公園の南法面は、復興に伴い広告掲示場所として 

の価値が上がっているように思う。まちなかが賑わえば 

賑わうほどその価値が上がるのではないか。ここも含め、

まちなか地区を重点景観地域に追加設定し、広告の規制 

をすべきではないか。 

 

 本計画は、復興祈念公園の整備を契機に策定を目指し

ており、ご提起の内容は、今後の計画見直しの中で検討

させていただきます。 

 

３－１ まちなかの景観 

 路上駐車対策について 

 最近、休日昼間を中心としてまちなか広場周辺道路へ

の路上駐車が多いことから、交通安全上だけでなく、景

観上も何か規制又は対策が必要ではないか。 

 

 路上駐車対策は、景観計画では対応が困難な課題です

が、交通安全やまちづくりに対するご意見として、交通

管理者等の関係機関と共有し、対応を検討させていただ

きます。 

３－２ まちなかの景観 

 街路灯の点灯時間について 

 駅前通りやまちなか広場の街灯が、深夜でも全灯点灯 

しているのは異様な景観のように思う。街灯の色の配慮 

は記載されているが、時間帯通行量に応じた点灯の工夫 

等も検討すべきではないか。 

 

 まちなかの街路灯は、防犯面や交通安全等、安全・安

心の確保に配慮して設置しているものです。ご指摘の内

容は、今後市街地の形成状況を見ながら検討させていた

だきます。 

４ 風力発電設備も規制の対象とすべきではないか 

 ⑴ 風力発電設備に対する規制が必要だと思うが、工 

  作物の「鉄筋コンクリート造の柱、鉄柱その他これ 

  らに類するもの」に当たるとしてよいのか？ 

 ⑵ 復興祈念公園周辺地区と今泉中心地区では、高さ

制限云々ではなく新設禁止でもよいのではないか。 

 

 本計画では、風力発電設備は工作物として取扱ってお

り、個別の規制方策については、今後の計画見直しの課

題とさせていただきます。 

 


